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2022年度第2回業界横断EDIタスクフォース 議事録




　
 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2022年9月12日（火）13:30～15:30
２．開催場所　：　オンライン会議（ZOOM）
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
特別会員　　清友　大造
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　幸田　周平
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　徳　　正芳
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　奥山　千穂
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　兼子　邦彦
　一般社団法人SCCCリアルタイム経営推進協議会　　
特別会員    遠城　秀和  　ITコンサルタント
幹事会員　　斉藤　孝平　　株式会社NTTデータ経営研究所

幹事会員　　関野　彬史 　 株式会社JSOL
幹事会員　　柴田　鎮雅　　日本情報通信株式会社
幹事会員　　上木　欣吾　　日本情報通信株式会社

正　会員　　岡村　俊也　　株式会社グローバルワイズ
正　会員　　佐合　翔平　　株式会社グローバルワイズ

正　会員　　鬼頭　達志　　株式会社グローバルワイズ

正　会員　　猪股　洋二　　パティオシステムズ株式会社
正　会員　　綿貫　聡　　　キャノンITソリューションズ株式会社
正　会員　　高橋　栄一　　キャノンITソリューションズ株式会社
正　会員　　木村　拓也　　富士通Japan株式会社
正　会員　　惣代　和明　　NECソリューションイノベータ株式会社
正　会員　　森　　安代　　NECソリューションイノベータ株式会社
正　会員　　坂本　和彦　　株式会社エクス
　　　 オブザーバ　橋本　崇　　　日本銀行決済機構局
事 務 局　　菅又　久直　　一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会  
出席者22名
４．議事概要　
2022年度第2回業界横断EDIタスクフォース会議は、以下の議事を行った。
（資料：業界横断2022-2-01第2回業界横断EDIタスクフォース会議議事次第）
４－１．2022年度第1回業界横断EDIタスクフォース議事録確認
　事務局菅又より、2022年度第1回業界横断EDIタシクフォース議事録の説明が行われ、それを確認した。 
（資料：業界横断2022-2-02 2022年度第1回業界横断EDIタスクフォース議事録）
４－２．国連CEFACT共通辞書2022年B版サブミッション
　事務局菅又より、資料に基き国連CEFACT共通辞書2022年B版の日本からのBIEサブミッションおよび国連CEFACTコードリストへのDMRの説明が行われ、確認された。
（資料：業界横断2022-2-03国連CEFACT共通辞書2022年B版サブミッション）
（資料：業界横断2022-2-08国連CEFACTコードDMR）
４－３．JEC共通コード表の整備
　事務局菅又より、現在JECから公開している共通コード表及び中小企業共通EDIで策定中のコード表についての説明に基づき、今後のJECコード表整備につき審議が行われた。
（資料：業界横断2022-2-04 JEC共通コード表V6（案）
（資料：業界横断2022-2-05中小企業共通EDI標準_識別コード定義表）
【審議】
· JECが管理すべきコード表（含むID表）は何か。
· JECより公開すべきコード表（UNECEサブセットを含む）は何か。
· ドメインコード表はJECとして公開すべきか。
· サブセット化したコード表について、バージョン管理をどうするか（前TFでの指摘事項）。
· 以上の検討事項を含め、JEC公開コード表の扱いと具体的コード表のコード値の検討のために分科会を開催することとする。
４－５．国内DXの動向
　兼子リーダーより、資料に基き政府の国内DX戦略の動きにつき解説が行われた。資料にある採択されたプロジェクト「次世代取引基盤の構築並びに取引データの商流ファイナンスへの利活用」では、国連CEFACT準拠の中小企業共通EDIが参照される予定。
また、事務局菅又よりSIPSが受託している貿易デジタル化関連プロジェクトの状況につき口頭で説明が行われた。
（資料：業界横断2022-2-06 国内DXの動向）
【質疑】
· 既に業界EDIが乱立しており、セマンティックスを連携させるアーキテクチャの構築は困難となっている。
４－６．参照データモデル・ガイドライン
  事務局菅又より、資料に基き「Reference Data Model (RDM) Guideline」の翻訳版の解説が行われた。本年度は、EDIのAPI化をにらみ、RDM（参照データモデル）を国内にどう適用して行くか検討して行く予定。
（資料：業界横断2022-2-07参照データモデル・ガイドライン（翻訳））
【質疑】
· ユーザーにとっては、RDMベースでメッセージをどう構築するのか良く分からない。
· RDMにより、ベンダーにとってはソフトウェアが作りやすくなるだろう。
· RDMとEDIのAPI化は直接には無関係である。

４－７．今後の予定
· 国連CEFACT総会：10月10日～11日
· ISO TC154総会：10月13日~14日
· 国際連携タスクフォース会議：10月26日
· AFACT総会：11月15日

· 第3回業界横断EDIタスクフォース会議：11月21日

以 上
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